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副作用への危惧

· 過去10年程の「大学改革」の流れの中で蓄積されている全国の高等教育機関の疲弊

· 「公」のお墨付きのインパクト → 選ばれない・応募しないことのダメージ

· 「教育」という当然の内容ゆえ、すべての教育機関が巻き込まれる

· 大規模校に有利 → 小規模校の疲弊が進む。

副作用を抑え、このプログラムが日本の大学に「元気」を与えるための仕掛けをしっかりと考えておく事が不可欠。

仕掛けそのものを派手に見せる必要はないが、しっかりと組み込んでおく必要性。

【1】 小さな大学（短大）ほど有利になる仕掛け

· 選定対象となる取り組みは全学的な取り組みとする。

· 全学的の定義は、学生の過半数以上に効用が及ぶ取り組みなどとする。

· 運営が独立したキャンパスに分かれている場合は、キャンパス単位での取り組みを認める。

【2】 プログラムに参加することそのものが各教育機関を活性化させる仕掛け

· 【１】と関連して、全学的・全構成員的な議論が行われることを求める。

· 議論には、教員のみならず、学生、事務職員、父母または就職先関係者等が加わる事を求める。

【3】 競争が加熱しない仕掛け

· 2003年度は、「試行的」という形を全面に出す。次年度からは、数年間にわたってテーマを設定し、各年度の応募が多くならないようにする。

· 選定数は、各年度10校程度と絞る。

· 応募する方も大変だが、選ぶ方も大変。

· 選ばれなくても当然という安心感。

